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阪大理 白 鳥 紀
日本物理学会 と軍 との関係が公的に問題と在 ったのは,い うまで もなく1967
年 9月の臨時総会からであるO 物理学会が主催して 1966年に鞄催した半導
体国瞭会議に米軍か ら8000ドルの資金が導入されたことについて開かれた こ


















ここで問顎になものは ｢健人 としての活動｣とは何かであ って,具体酌には
研究発表を認めるかどうかであるOこの点は伊藤委員会では結論を得覆いまま
次期の小林委員会にもちこされた ol)もっとも結論が全 くないのではな く,軍の
プロLyエク トで塗ることがあ さらかな場合 (その判断は論文の内容,謝辞その
他に よる)は認めないことが決定されているo Lかしこの判断の規準は おtHna1
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特 集
の 論 文 に つ い て は 適 用 で き て も 年 会 , 分 科 会 で の 講 演 に つ い て は 実 行 不 可 能 で
あ る ｡
さ て , 1 9 6 9 年 春 の 年 会 は 応 用 物 理 学 会 な ど と 合 同 講 演 会 と し て 東 大 本 郷
で 行 わ れ る 予 定 で あ っ た が , 東 大 闘 争 の あ お り 智 う け て 会 場 が 急 に 立 教 大 学 と
学 習 院 大 学 に 変 更 さ れ た O そ の 際 立 教 大 学 物 理 教 室 か ら 合 同 講 演 会 運 営 委 員 長
あ て に 下 記 の 要 望 書 が 提 出 さ れ た O
｢ 当 物 理 教 室 は , 日 本 物 理 学 会 と 応 用 物 理 学 会 の ｢ ′1 9 6 9 年 春 の 合 同 講 演
会 ｣ の 会 場 の 世 話 替 引 受 け て お り ま す O つ き ま し て は , こ の 合 同 講 演 会 に か い























謝辞がなくとも軍のプロLTエ ク トの性格が強いのは当然であるO)また ｢研究








の参加は拒否で きない. 1969年の措置は臨時的でやむを得 ない もの と認め
られる, とい うのが法律関係者の意 見であったO)更に決議第 5の趣旨にそ っ
た前文を物理学会の定款に附加えることも提案されている.







レク トロニクスの各分科の世話人が連名で委員長に対 し,インフォーマル ミ`-
ティングでの議論に基き研究発表と学会参加に関して会員の所属機関の種別に
よる制限を一切行わなV)ことを要望 しているOまた物性若手グループは1969





考 えていればよい･ とい -た反対意見が委声会議の席上などで述べ られていi)o
Lかし,半導体国際会議-の米軍資金導入以来問題 とされてきたのは,ま さに


















1) 物理学会誌 23 968 (1968).
〝 2A 496 (1969)(改訂版)
2) 委員会における討議VCついては,各委員の手許にある要員会議決議録
(会誌にのる報告の原版)に詳 しいO特に8月aj245, 9月の 244回
要 員会議で特務委員会案についての議論が行われたO
物小委 (10月19日)の-委員によるまとめ
歴大理 井 上 政 義
我々の未来を大 きく規定しようとする体制の動 きが煮詰ま って きた折り,こ
れを曝 零 し総力を挙げてこの体制の動 きを阻まんとする t蟻烈夜斗争 廿の碁開
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